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研 究

⾎液細胞のY染⾊体モザイクロスに伴う疾患リスク解析
男性体細胞のサブクローンからY染⾊体が消失する現象は，Y染⾊体のモザイクロ

ス（mosaic loss of chromosome Y; mLOY）と呼ばれており，加齢や喫煙によっ
て⽣じることがわかっています。最近になり，加齢に関連する疾患(アルツハイマー
病や⼼疾患，がんなど)とmLOYの関連も報告されてきました。しかし，がんのバイ
オマーカーとしての臨床的意義はまだ明らかにはなっておりません。私たちは，前
⽴腺癌とmLOYの関係に着⽬し，⼀般の⽅々や順天堂の患者さんからご提供いただ
いたDNA，⾎清などを保管するバイオバンクジャパンと提携，ゲノム情報と臨床情
報を収集・解析することで，mLOYのがん診断（早期発⾒）やがんの予後を予測す
るバイオマーカーとしての有⽤性を評価することを⽬指しています。

ロボット⽀援腎部分切除術における，画像⽀援⼿術システムの
開発

腎細胞がんに対する「ロボット⽀援腎部分切除術」には画像⽀援が⽋かせません。
そのため，われわれはこれまでにFUJIFILMとの共同研究として「画像⽀援⼿術シス
テムの構築」を⾏ってきました。これは，⼿術前の細精CTデータをコンピュータ画
像処理する事によって，腎部分切除シミュレーションを⾏なうシステムを作成する
もので，世界的にも類を⾒ない先進的な研究であり，研究結果は画像ソフトウェア
としてFUJIFILMより市場に2015年に上梓され，国内の⼤学病院をはじめとした全
国の基幹病院約220施設に導⼊されています。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

 1. ⾎液細胞のY染⾊体モザイクロスに伴う疾患リスク解析
 2. 泌尿器疾患患者の⽩⾎球テロメア⻑を追跡する前向き研究
 3. 泌尿器科疾患における末梢⽩⾎球サブセットのプロファイルについて追跡する前向き研究
 4. 前⽴腺癌の発症リスクに関する遺伝⼦多型の探索
 5. 多発性嚢胞腎の遺伝⼦解析
 6. ロボット⽀援腎部分切除術における，画像⽀援⼿術システムの開発
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Research

Disease risk analysis associated with Y-chromosome mosaic loss of 
blood cells

The loss of the Y chromosome from a subclone of the male somatic cell, called 
mosaic loss of chromosome Y (mLOY), is caused by aging and smoking. Recently, the 
association of mLOY with age-related diseases (e.g., Alzheimer's disease, heart 
disease, and cancer) has also been reported. However, the clinical significance of 
mLOY as a cancer biomarker is not yet clear. We are focusing on the relationship 
between mLOY and prostate cancer and collaborate with Biobank Japan, which stores 
DNA and sera donated by the public and Juntendo patients to evaluate the usefulness 
of mLOY as a biomarker for cancer diagnosis (early detection) and prognosis.

Development of an image-assisted surgical system for robotic-
assisted partial nephrectomy

Image support is essential for "robot-assisted partial nephrectomy" for renal cell 
carcinoma. Therefore, we have been collaborating with FUJIFILM on the development 
of an image-assisted surgery system. This is an advanced research project that 
creates a system for simulating partial nephrectomy by computer processing fine 
detail CT data prior to surgery. It is the most advanced research of its kind in the 
world, and the results of this research were published by FUJIFILM in 2015 as 
imaging software. The software has been introduced in about 220 major hospitals, 
including university hospitals in Japan.

Main Research Subjects

Research HighlightsStaff

 1. Disease risk analysis associated with Y-chromosome mosaic loss of blood cells
 2. Prospective study to track leukocyte telomere length in patients with urological diseases
 3. Prospective study to follow up on the profile of peripheral leukocyte subsets in urological diseases
 4. Searching for genetic polymorphisms in the risk of developing prostate cancer
 5. Genetic analysis of the polycystic kidney
 6. Development of an image-assisted surgical system for robot-assisted partial nephrectomyChief 
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和⽂著書 8 清⽔　史孝, WOC Nursing, 泌尿器がんのストーマ造設・管理の実際、医師による回腸導管の管理.医学出版 2020;8:21-7

和⽂著書 9 ⻑屋直哉、堀江重郎　⼩児科2020年04⽉臨時増刊号(61巻 05号)︓⼩児診療ガイドラインのダイジェスト解説＆プログレス「⾎尿 （⾎尿診断ガイドライン2013）」 ⾦原出版「⼩
児科」　2020



和⽂著書 10 ⻑屋直哉、堀江重郎　「THE BONE」第３３巻第２号「男性⾻粗鬆症Ⅱ」 2020年2⽉号（Vol.33 No.3)

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 尿管癌リンパ節転移に対してPembrolizumabを⽤いた治療後副腎機能不全を呈したと考えられる1例　第85回⽇本泌尿器科学会東部総会2020年9⽉25⽇　Web開催　増⽥
奈々⼦　吉⼭あづさ　半⽥亞希　⾼澤直⼦　磯部英⾏　永島優⽣　堀江重郎

国内学会発表 2 ⾻盤臓器脱術後の排尿機能と⾻格筋量の検討　第27回⽇本排尿機能学会　2020年10⽉15⽇　品川　髙澤直⼦　吉⼭あづさ　増⽥奈々⼦　磯部英⾏　堀江重郎

国内学会発表 3 当院でのminimal mesh TVMの中期成績の検討　第27回⽇本排尿機能学会　2020年10⽉15⽇　品川　髙澤直⼦　吉⼭あづさ　増⽥奈々⼦　磯部英⾏　堀江重郎

国内学会発表 4 永⽥ 政義, 教育セミナー(モーニングセミナー)「エビデンスから考えるドセタキセル・カバジタキセルのCRPCにおける位置づけ」CRPC治療におけるタキサン系抗がん剤の役割 第108回⽇本
泌尿器科学会総会 2020.12.23 神⼾

国内学会発表 5 永⽥ 政義, イブニングセミナー腎細胞がんの治療戦略 ESMO 2020における免疫併⽤療法のUpdate 当院での使⽤経験も含めて泌尿器内視鏡学会 第34回学術集会I
2020.11.20 WEB(岡⼭)

国内学会発表 6 永⽥ 政義, シンポジウム「ロボット前⽴腺全摘時代の転移性前⽴腺癌に対する局所治療︓治療戦略は変わるのか︖」転移性前⽴腺がんに対する⼿術療法の経験、国際共同研究を
含めて泌尿器内視鏡学会 第34回学術集会I 2020.11.19 WEB(岡⼭)

国内学会発表 7 永⽥ 政義, セッション︓パネルディスカッション 2 Oligomets泌尿器がんへの治療戦略 「Oligomets.前⽴腺がんに対するCytoreductive prostatectomy」⽇本泌尿器腫瘍学会
第6回学術集会, 2020.10.24 京都

国内学会発表 8 永⽥ 政義, 共済セミナー5 「転移性腎細胞がんにおける薬物治療戦略と実践 〜1st line治療を中⼼に〜」 第85回 ⽇本泌尿器科学会東部総会 2020.10.3 WEB(パシフィコ横
浜)

国内学会発表 9 知名俊幸　当院におけるロボット⽀援腹腔鏡下根治的前⽴腺摘除術のPentafecta達成のための⼯夫（ビデオ⼝演）　⽇本泌尿器腫瘍学会第六回学術集会 京都市勧業館みやこ
めっせ　2020/10/24

国内学会発表 10 知名俊幸　ロボット⽀援腹腔鏡下前⽴腺摘除術後におけるPSA再発と切除断端陽性に対する検討（Webポスター）　第108回⽇本泌尿器科学会総会 神⼾ポートピアホテル
2020/12/22~24

国内学会発表 11 北村⾹介、⾼齢者にともなう泌尿器癌治療へのCGAデータ活⽤、⽇本泌尿器腫瘍学会第6回学術集会、京都、2020/10/23

国内学会発表 12 平野央　去勢抵抗性前⽴腺癌⾻転移に対するエンザルタミド治療効果予測因⼦の検討　⽇本泌尿器腫瘍学会第６回学術集会　京都みやこめっせ　2020年10⽉24⽇

国内学会発表 13 家⽥ 健史,筋層⾮浸潤性膀胱癌に対するBCG注⼊療法後症例におけるmGPSの有⽤性の検討,⽇本泌尿器腫瘍学会 第6回学術集会、京都、2020年10⽉23⽇

国内学会発表 14 家⽥ 健史,筋層⾮浸潤性膀胱癌に対するBCG注⼊療法後症例におけるmGPSの有⽤性の検討,第108回⽇本泌尿器科学会総会、神⼾、2020年12⽉24⽇

国内学会発表 15 ⾼畑創平、密封⼩線源療法後のPSA 再発に対する救済療法としてSeed re-implantation によるFocal therapy について、泌尿器腫瘍学会、京都市、2020/10/24



国内学会発表 16 ⽯川圭祐, ロボット⽀援膀胱全摘除術後の難治性新膀胱-尿道吻合不全に対してフィブリン糊及びトラフェルミンが有効だった⼀例, 第6回泌尿器腫瘍学会　京都　2020.10.24

国内学会発表 17 ⽯川圭祐, 内分泌学的値に基づくLOH症状を有する患者背景検討, 第108回　⽇本泌尿器科学会総会　神⼾　2020.12.23

国内学会発表 18 ⼦安洋輝、５－ALA摂取における男性更年期症状に対する改善効果の検討、第２０回メンズヘルス医学会、神⼾、2020/10/9

国内学会発表 19 ⼦安洋輝、アミノレブリン酸摂取における男性更年期症状に対する改善効果の検討、第93回⽇本内分泌学会学術総会、浜松、2020/7/20

国内学会発表 20 中村聡、前⽴腺全摘後尿道吻合部周囲の局所再発に対して密封⼩線源療法を施⾏した1例、第六回⽇本泌尿器腫瘍学会、京都、2020年10⽉24⽇

国内学会発表 21 中村聡、局所性前⽴腺癌に対する病巣に限局したlow-dose rate brachytherapyの有⽤性の検討、第107回⽇本泌尿器科学会総会、神⼾、2020年12⽉22⽇

国内学会発表 22 平松⼀平、辻村　晃 、副腎lymphoepithelial cystの⼀例、第32回⽇本内分泌外科学会（⻑崎予定、コロナの影響で完全WEB開催　発表は抄録のみ　2020年9⽉）

国内学会発表 23 平松⼀平、⼩笠⼤起、三好悠⽃、三好美穂、⽯川圭祐、上阪裕⾹、野﨑⼤司、⽩井雅⼈、辻村　晃、尿流測定器を⽤いた24時間の排尿記録、延べ回数7124回の検討、第27回
⽇本排尿機能学会（東京品川プリンスホテル　ハイブリット開催　現地発表　2020年10⽉16⽇）

国内学会発表 24 平松⼀平、辻村　晃、妊活男性の精液所⾒からみた⾎中亜鉛濃度の測定意義、第65回⽣殖医学会学術総会（当初京王プラザホテル予定　コロナの影響で完全WEB開催 WEBで
発表　2020年12⽉3⽇）

国内学会発表 25 平松⼀平、⼩笠⼤起、三好悠⽃、三好美穂、⽯川圭祐、上阪裕⾹、野﨑⼤司、⽩井雅⼈、⼩林⼀広、堀江重郎、辻村　晃、ブライダルチェック時、精巣微⼩⽯灰化症を有する男性
の検討、第108回⽇本泌尿器科学会総会（当初神⼾開催予定、コロナの影響で4→7→12⽉に延期。WEB開催　WEBで発表　2020年12⽉23⽇）

国内学会発表 26

国内学会発表 27 宇井万⾥⼦, 吉⼭あづさ, ⼩林拓郎, 清⽔史孝, 東直隆, 花澤喜三郎, 坂本善郎, 堀江重郎. 当院における進⾏性尿路上⽪癌に対するペムブロリズマブ療法の初期経験, 第108回
⽇本泌尿器科学会総会, 神⼾, 2020年12⽉23⽇

国内学会発表 28 吉⼭ あづさ, ⼩林 拓郎, 宇井 万⾥⼦,花澤 喜三郎, 東 直隆, 清⽔ 史孝, 坂本 善郎, 堀江重郎. 当院におけるゾーフィゴ（Ra-223）の使⽤経験, 神⼾, 2020年12⽉23⽇

国内学会発表 29 ⼩林 拓郎, 清⽔ 史孝, 坂本 善郎, 横⽥ 英介, ⽯井 義之, 磯部 英⾏, 永⽥ 政義, 武藤 智, 堀江 重郎.膀胱全摘＋回腸導管造設術後の傍ストマヘルニア発症リスク因⼦の検
討, 神⼾, 2020年12⽉23⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 辻村　晃、泌尿器とアンチエイジング、⽇本抗加齢医学会（専⾨医・指導⼠認定委員会主催基礎・受験編講習会）、⼤阪市、2020年2⽉9⽇

特別講演・
招待講演 2 辻村　晃、男性の妊孕性障害と妊孕性保存、第42回⼩児⾎液・がん研究会公開シンポジウム 特別講演、⻄宮市 2020年2⽉22⽇

特別講演・
招待講演 3 辻村　晃、男性⽣殖⽣理・⽣殖内分泌、⽇本⽣殖医学会2020年度第1回⽣殖医療従事者講習会、東京都 2020年3⽉3⽇

⼩林拓郎, 膀胱全摘＋回腸道管造設術後の傍ストマヘルニア発症リスク因⼦の検討, ⽇本泌尿器腫瘍学会第6回学術集会, 神⼾, 2020年10⽉24⽇



特別講演・
招待講演 4 辻村　晃、BPH/LUTSと慢性前⽴腺炎　〜BPH治療update 〜炎症の観点から〜、第27回⽇本排尿機能学会、教育セミナー2、東京都 2020年10⽉15⽇

特別講演・
招待講演 5 辻村　晃、泌尿器科がん治療後の妊孕能温存、第108回⽇本泌尿器科学会総会、教育講演、神⼾市 2020年12⽉22⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 辻村　晃、夫婦で妊活セミナー〜男性の覚悟と⾏動で決まる〜、NPO法⼈ 男性不妊ドクターズ主催市⺠公開講座、産経新聞社主催、東京都 2020年2⽉18⽇
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